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愛国の歌
エ ウ リ ピデ ス 『ヘ ラ ク レスの 子 ら』 考
丹　下　和　彦
要　 旨
　本篇はいわゆる嘆願劇に属する。すなわちイオラオスに率いられたヘラクレスの遺児たちが、
アルゴス王エウリュステウスの迫害の手を逃れてギ リシア中を放浪 したのちアテナイ郊外のマラ
トンに至 り、アテナイ王デモポンに亡命を嘆願する。これを受け入れた結果、アテナイはアルゴ
スと戦端を開 くことになるが、その際神託によってヘラクレスの遺児の一人、乙女マカ リアが人
身御供にされる。すなわち本篇はまた犠牲劇的要素をも併せ持つ。さらに劇の最終場面ではアル
クメネによるエウリュステウス殺害が生じ、復讐劇としての側面もまた見せる。
　嘆願劇は嘆願者を受け入れた側に嘆願者から感謝と報恩の言葉が述べられるのが通例であ り、
本篇ではイオラオスか らアテナイ王デモポンに対しそれが述べられる。さらにエウリュステウス
からも敗者の命を取ろうとしなかったアテナイ当局の寛大な措置に対する謝意 と報恩の言葉が述
べられる。この二人に感謝 と報恩の言葉を語 らせたところに、愛国詩人エウリピデスの姿が見て
取れる。
キー ワー ド　 嘆願劇、犠牲死、復讐劇、愛国の歌
はじめに
　ギリシア悲劇に"嘆 願劇"と 称されるい くつかの作品がある。たとえぽアイスキュロスr嘆
願する女たち』、 ソボクレス 『コロノスのオイディプス』、エウリピデス 「ヘラクレスの子ら』、
同じく 「嘆願する女たち』などがそれである。ある事情があって生まれ故郷を追われ他国に安
住の地を求めた者が、その地の支配者に受け入れを嘆願 して追跡者の手を逃れ、保護と安寧を
得るとい うのが嘆願劇の凡その筋立てとなっている。いわば弱者救済をテーマとする劇である。
　ギリシア民族の最高神ゼウスはさまざまな権能を有する神であるが、その一つに嘆願者を統
括 しその意を代弁す るとい う権能がある。ゼウス ・ヒケシオス(嘆願者を守る神ゼウス)1)で
ある。最高神にこうした権能を賦与することによって、不当に虐げられ不利な状況に陥れられ
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た者の救済措置を、古代のギ リシア人たちは考え出したのである。身に迫る危機から逃れよう
とする避難者はゼウスの社(の 祭壇)に 身を寄せた。追跡者はゼウス ・ピケシオスの神威を偉
って、みだ りにこれに手を出すことはできなかった(そ うい う不文律が存在 した)2)。避難者
を受け入れる側も同様にゼウス ・ピケシオスの神威を琿ってこれを匿い保護 したが、その際事
と次第によっては追跡者(加 害者)側 との紛糾を覚悟 しなければならなかった。悪 くすれば戦
火を交える事態にまで至ることになった。それゆえ嘆願者を受け入れ るについては王(支配者)
といえどもその一存で決定することはできず、市民らに受け入れの是非を諮って同意を得る必
要があった。当然受け入れる側は、この危険を冒すだけの覚悟とそれに耐え得るだけの力の優
位が要求された。それだけに無事に事を収めると、嘆願者に優 しい国とい う評判が結果として
伴 うことになった。
　上に挙げた4篇 の嘆願劇は、おおむね古代ギ リシア人の身近かに存在 した嘆願とその受け入
れの実態を一篇の劇に仕立て上げたものである。そ して4篇 の うち3篇 までが、嘆願者を受け
入れる側の共同体としてアテナイを充てている。伝説の上でも歴史の上でも、共同体アテナイ
は危険を冒しても嘆願者を受け入れるだけの侠気と物理的能力とを備えていたとい うことにな
る。
　ここではその嘆願劇の一つ、エウリピデスの 『ヘラクレスの子ら』を取 り上げて嘆願劇とし
ての実態とその時代的意味を探 りたい。
1.嘆 願
　 アル ゴス王エ ウ リュステウスは生前のヘ ラク レスに難業苦業を課 して迫害 したが、ヘ ラク レ
スが死ぬ と今度はその遺児た ちに も迫害の手を伸ば した。生前のヘ ラク レスに忠臣 と して仕え
たイ オラオス(ヘ ラク レスの甥に当た る男)は ヘ ラク レスの遺児た ちを助け、エ ウ リュス テウ
スの手を逃れて ギ リシア中を放浪 し、 アテナイ近郊 マラ トンの地に行 き着 く。そ してい まイ オ
ラオスとヘ ラク レスの遺児た ち一行は この地のゼ ウス神殿に難を避け、祭壇に縄 りついてその
身の庇護を この地の王デ モポンに嘆願 してい るところであ る。
　 劇の プ ロロゴス(序 詞)は イ オラオスに よって述べ られ る。彼は言 う、「(ヘラク レスが)天
に昇 られたい まとな っては、/あ の方のお子た ち、 これ、 ここに居 るのを翼の下に抱え、/お
護 りしなが ら自らも身の安全を願 う身。/と 申 しますのは、 この子た ちの父親が この地上を離
れてか らとい うもの、エ ウ リュステウスは とにか くまずわれ らを亡 き者にせん と図 りま した。
/わ た した ちは逃げ 出 した。お蔭で国は失い ま したが、/命 は助か りま した。一つ町か ら他の
町へ と国境 いを/越 え、逃亡 の旅 を続 けてお ります」(9～16行)と 。そ して 「ギ リシア中の
土地を追われたわた した ちは/い まマラ トンとその周辺の地の この国へ辿 り着 き、/神 々の援
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けを願いつつ祭壇の辺に/脆 いておるところ」(31～33行)と。
　そこへ迫害者エウリュステウスの手先きの使者が追って来て、アルゴスへの帰参を強要する。
「さあ来るのだ。頑張っても無駄だ。アルゴスまで/ご 足労願お う。石打ちの刑が待ち受けて
おるぞ」(59～60行)。これに対 してイオラオスは次のように応 じる、「お断 りする。 この身は
神の祭壇が護 って くれようし、/ま たわれらが足を踏み入れたこの土地は自由の地だ」(61～
62行)。
　先に述べたように、神の祭壇は被害者の身の安全を加害者から護って くれる文字通 りの聖域
であ り、そこからの退去を強要することは誰にも許されてはいなかった。だが使者は禁を破 り、
力ず くでイオラオスらを祭壇から引き剥が して連行 しようとする。その揉み合 う声を聞きつけ
て、マラ トンの里の長老たちか らなる合唱隊が駆けつけ、その場に介入する。「よその方、神
への嘆願者は敬われて しかるべきもの。/こ の方らが無理矢理に神の座を立ち退かされること
があってはな りませぬ。/正 義の女神さまはこれをお認めにはな りますまい」(101～104行)。
またこうも言 う、「この国の王にきちんと断わ るまえに、あんた、そんな/大 胆な真似はすべ
きではないそ、客人を力ず くで/神 の許から引き剥がすなぞ。自由な国を敬 う気があれぽ。そ
うだろう?」(111～113行)。
　嘆願者庇護の慣習は、嘆願者はもちろんこれを庇護する側も周知のことであった。上にある
ように、これを妨害する者は正義を蔑する輩と見なされたのである。加えてここには先の62行
に続いて避難者を受け入れる側のマラ トン(ニ アテナイ)が 自由を国是とする国であることが
強調されている。一般的に言って自由の気風をもつことが嘆願者庇護に必ず しも必須の条件と
なるのではないが、本篇においては嘆願者を受け入れる国すなわちアテナイにとってその国風
を表わすものとしてきわめて重要な要件に挙げられている。続 く以下の箇所でも、「ここの人
たちがおまえ(エ ウリュステウスの使者)の 言い分に耳を傾けることになれば、/わ た しはア
テナイはもう自由の国とは思わぬ」(197～198行)とイオラオスは言い、アテナイ王デモポン
も 「わた しの国はアルゴス人の/言 いな りになるような国ではない、自由の国だ」(286～287
行)と 言っていることからも、それは明らかなことだろ うと思われる。
　話を戻そ う。避難者イオラオスと追跡者の使者とが争 うところヘアテナイ王デモポンが姿を
現わす(120行)。このデモポンに対 しても使者は自説を主張 し、イオラオスらをアルゴスへ連
れ帰ろうとする。「アルゴスの人間であるこのわた しが、アルゴスの人間を連れ帰ろうとい う
のです。/わ が国から逃げ出した者ら、祖国の法で/死 刑判決を受けた者らを」(139～141行)。
そ してもしこの行為に邪魔立てをすれぽ事態は悪化 しようと桐喝する、「この者 らの嘆 くさま
を見、言 うことに耳を傾けて/仏 け心を起こすような真似をされますと、事は刃を交える/事
態に至 りますそ。われらが一戦交えず して/こ の者らを解放するなどとは、どうかお考えある
な」(158～161行)。桐喝はさらに続 く、「誰のために倒れた屍を埋葬 しようというのです。市
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民からは/文 句が出ますそ、棺桶に足を突っ込んだ老いぼれ、/い わば無なるもののために、
また子らのために、/泥 沼に足を突っ込むようなことをすると」(164～168行)と。
　嘆願者を受け入れる側はそれな りの覚悟が要る。それはつねに追跡者側との軋礫を生むこと
になるからである。上にあるように、それは戦争行為にまで及ぶ恐れもあるのである。その場
合には、共同体の責任ある地位に就いている者は自国の一般市民に他者のために命をかけるこ
とを納得 してもらわねばならない。共同体の代表者のプライ ドは満たせても、「市民か らは文
句が出る」こともあるのである。
　アテナイ王デモポンは今そ うした立場にある。エウリュステウスの使者はするどい問題提起
を したことになる。慣習どお りゼウス ・ヒケシオスの神威を尊び嘆願者受け入れを崇高な義務
と見なすことの反面に、それに附随する危険を命を賭けて引き受けるとい う現実がある。その
現実にどう対処するのか。現にイオラオスらがこの地へ来る前に立ち寄った トラキスやアカイ
アの町は、彼らの嘆願を拒絶 したのである。そ うい う事情があるからこそイオラオスは熱弁を
ふるってデモポンに受け入れを要請する。
　彼がまず訴えるのは恥の概念である。rだがわたしはここ(ア テナイ)の 人々の心根 と気質
を知っている。/死 もまた辞せず、とい うな。卓れた人士は/生 きることよりも恥を知ること
のほ うを大事と考えるのだから」(199～201行)。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よしみ
　次いで彼 はアテナイ王デ モポ ンとヘ ラク レスー族 との親 戚関係に言及 し、 同族の 誼 での救
済方を求 める。 「して この子 らの祖先を辿 ってみ ます ると、/ヘ ラク レスは ゼ ウス とアル クメ
ネの御子、そ して/ア ル クルネはペ ロプスの娘の子に当た ります。あなたの父上(テ セ ウス)
と/こ の子 らの父親(ヘ ラク レス)は 従兄弟 同士のその また子供にな ります。/デ モポン殿、
あなたは この子 らとそ うい う血筋にあ るのです」(209～213行)。そ して こ うした嘆願を も し受
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 おくに
け入れぬ とあれば、「あなた個人 に とって も、 また貴 国に とって も、 これ は恥 とな りま しょう」
(223行)と、両手 で嘆願 の枝 を差 し出 し、 デモポ ンの顎 に手 をかけ て迫 る3)。
　 デモポ ンは三つ の理 由を挙 げて嘆願 を受け入れ るこ とを承知す る。第 一 には嘆願 の神 ゼ ウ
ス ・ピケシオスへの顧慮か らであ る。第二にはイ オラオスに指摘 された アテナイ王家 とヘ ラク
レスー族 との縁戚関係であ る。そ して最後にい ちばん重要視 さるべ き要因 と して、恥の概 念が
あげ られ る。 デモポ ンは こう誇 らか に言い放つ、「そ して恥 の気持 だ。 これ こそ いちぽん心せ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 よそ
ねばならぬ。/も しこの祭壇が余所の男の手によって力ず くで/丸 裸にされるとあっては、自
由の国に住居する者とは/と うてい思ってはもらえまい。アルゴスが怖 くて/嘆 願人を裏切っ
たとあってはな。首を括るにふさわ しい行為だ」(241～246行)と。アテナイの自由の国風が
いま一度ここに強調される。それは 「恥の気持」を裏打ちする重要な要素である。自由な気風
の環境に生活する者であるからこそ、一段と恥には敏感なのである。
　か くしてイオラオスの嘆願はデモポンに受け入れられ、エウリュステウスの使者は追い返え
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 こけ
され る。 「このわた しを虚仮 に して ここか らこの者 らを力ず くで/連 れ去ろ うな どと、 そ うは
ゆかんぞ。わた しの国は アル ゴス人の/言 いな りにな るよ うな国ではない、 自由の国だ」(285
～287行)とい うのがデモポ ンの最後通告 であ る。イ オラオスはデモポ ンか ら受けた この恩恵
を多 と し、ヘ ラク レスの子 らを諭 して言 う、「(この アテナイを)い かな るときも救けて くれた
恩人であ り友であ ると銘記す るのだぞ。/そ して この国には敵 とな って槍を向け るよ うな こと
は、決 してあ ってはな らぬ」(312～313行)と。受けた恩 を恩 で返 えす こ とを きちん と表 明す
ることも、嘆願実現の一つの重要な要件であ る。
　イ オラオスとヘ ラク レスの子 らの アテナイ亡命は認め られた。 しか しこの ことは アル ゴス王
エ ウ リュステウスの怒 りを買 うことにな る。 アテナイ とアル ゴスのあいだに戦争勃発が予想 さ
れ る。 デモポ ンは戦争準備 に入 る。 「さて市民 らに集会へ の召集 をかけ、/ミ ュケナイ勢 を大
挙 して迎 え うつ よ うに/取 り計 らお う。 まずは斥候だ」(335～337行)。次 いで、「預言者 を集
めて犠牲式を上げ よ う」(340行)とい うところまで話は進む。しか しここで一つ問題が 出来す る。
2.犠 牲死
　それは戦の行方の吉凶を占う犠牲式でのこと、デモポンが 「神託を述べ唱 う者らを一 ヶ所に
集め、/こ れを吟味 した」(403～404行)ところ、すべてに共通す る一つの託宣が告げられた。
「デメテルの娘御のために乙女を、良き生まれの父親をもった娘を/こ の手で殺めよとい うも
の」(407～408行)だった。困惑 したデモポンは言 う、「そなたら(イ オラオスとヘラクレスの
子ら)に安寧をとい う/気持は じゅうぶんにある。だがわた しは、わが娘は殺さぬ。/ま たわ
が国の市民 らの誰 も、嫌がるのを無理に殺すことはせぬ」(410～412行)と。先にイオラオス
から保護の嘆願を受けたデモポンは、敬神と血縁関係と恥の概念からこれを承諾 した。それは
崇高と言ってよい決断であ り、行為であった。 しか し人身御供を要求する神託は、その決断に
暗い影を落とす。
　他国人(血 縁とはいえ)で あるイオラオスらを救 うのに己の、あるいはまた同朋の身内の誰
かを犠牲にする価値は、果 してあるのか。それもすでに戦争とい う重い負担を覚悟 した上に、
である。崇高な 目的と現実的な利害感覚とが衝突する。デモポンは己の娘はもちろん、支配下
の市民の娘も人身御供に選び提供することは、「(わた しは)異 国の民にあるような独裁君主で
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 きわ
はない」ゆえに、できない と言 う。デモポンは進退谷ま り、解決策をイオラオスに諮る。「さ
あ、いま厳 しいせめぎあいがそなたの 目前に控えておる、異国からの嘆願人を助けるのを正当
と見る人たちと、/い やそ うするわた しの無分別を非難する人たちとのな。/わ た しがわた し
の言 うとお りにすれば、/た ちまち内戦がもち上がる。/さ あ、よく見ていっしょに考えても
らいたい。/ど うすれば自分たちが、それにこの国土が助かるのか。/こ のわた しが市民から
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非難されないで済むのか」(415～422行)。
　こう言われて、 しか しイオラオスにも名案があるわけではない。思いつ くのはただ一つ、わ
が命と引き換えにヘラクレスの子らの救命とアテナイの安堵とをアルゴス王エウリュステウス
に申し入れることぐらいである。 しか しそれが一向に効力の期待できない策であることは、デ
モポンも承知である。両者とも進退谷まる。
　このときイオラオスら一行に同道 していたヘラクレスの娘マカリアが、その身を犠牲に供す
ることを申し出る4)。デモポンにとっては有難い申し出である。アテナイの子女を犠牲にせず
に済むからである。イオラオスには不欄に思われる。 しか しこれ以外に方法がないことも、彼
にはわかっている。せめてもと、犠牲となる役をマカリアと妹たちとのあいだで籔引で決めた
らと提案するが、マカリアにあっさり拒否されて しまう。イオラオスはそれ以上異は唱えない。
マカリアは犠牲式の場へと赴 く。
　ユウリピデスには若い乙女の自己犠牲死を扱った劇は、これ以外にもrア ウリスのイピゲネ
イア』、「ヘカベ』などがある。いずれでも自己犠牲を決意するまでの本人の躊躇と逡巡、周囲
の近親者の悲嘆、愁嘆が丹念に描かれている。イ ピゲネイアもヘカベの娘ポリュクセネも人身
御供にされる身の不幸を知らされると、当初はこれを泣き嘆 くが、やがて自ら進んで死に赴 く
ことを表明するに至る。前者はその行為が祖国ギ リシアを救 うことに繋がると信 じるからであ
り、また後者は奴隷に身を落す前に自由人としての死を選ぶからである。
　本篇のマカリアは自らの犠牲死を徒らに嘆 くことは しない。自らの死が弟たちを救 うと同時
にアテナイの国をも救 うことになるのを、最初から知った上での自発的な死である。彼女は言
う、「爺(イ オラオス)よ 、わた くし指図され るより前に/刃 にかかって死ぬ覚悟です。/こ
の国はわた くしたちのために大いなる危険を/引 き受けてもよいと言って くれています。とこ
ろがわた くしたちは/彼 らを救えるのに、他人の彼らに苦労を押 しつけて、死なずに/済 ませ
ようとい うなら何をか言わんやです。/そんなことはできません。それ こそお笑い草です もの」
(501～507行)と。彼女には自らの死に対する嘆き、あるいは逡巡といった思いはない。いや、
すでにそれを超越 したところから彼女は行動 している。彼女は、いわぽアテナイへの義理と自
らの名誉のために、言い換えれば自他に対する恥の意識から死ぬのである5)。
　このマカリアの姿を、デモポンはもちろん、イオラオスもまた徒らに嘆き悲 しむことは しな
い。合唱隊(マ ラ トンの長老たち)もそ うである。彼らの言辞はむ しろその健気さ、潔よさ、
勇気を賞讃することに費される。愁嘆場が短い(ほ とんど無きに等 しい)こ とは、マカリアの
周囲の人間が彼女と血縁関係にない男性ばか りである(イ オラオスのみ遠い縁戚にあるが)こ
とも影響 していよう。他の2作 品の場合はいずれも当人の母親であるクリュタイメス トラ、ヘ
カベである。血縁の娘との不条理な別離は涙の因とならずには済まされまい。ただマカリアに
も血縁の女性が欠けているわけではない。逃避行を共に している祖母のアルクメネである。 し
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か しいま彼女は神殿の奥深 くに身を置いていて、自らの意志で死を決意 し死に赴 くマカリアと
は没交渉である。もしもイオラオスに代わってアルクメネがこの場にいたとすれぽ、クリュタ
イメス トラやヘカベのと同様の愁嘆場が演 じられたかもしれない。
　ただ生賛の場へ赴 くマカリアを見送ったあと、さすがにイオラオスも憔悼 した姿を見せる。
「お子たちよ、わ しはもうだめです じゃ。身体の節々が悲 しみで/ぐ った り。さあ、この身を
掴まえてそこの祭壇の脇へ据えて くだされ え」(602～603行)。
　全般的に見て、本篇の犠牲死の場の描写は同上の2作 品の場合と比較 して、いかにもあっさ
りと済まされている。『アウリスのイピゲネイア』では劇末のエクソ ドスの場でイピゲネイア
の代わ りに鹿が生贅とな り、イピゲネイアは神の許へ飛び去ったと使者に語らせている。
　 「ヘカベ』では、ギ リシア軍の伝令タルテユビオスがアキ レウスの墓前でのポリュクセネの
見事な最期を賞讃と悲嘆の念を込めて報告する。
　本篇ではその死の場からの報告が欠けている6)。従 って報告を聞いて嘆 く人物 も場 も不要 と
なる。これもまたマカリアに祖母アルクメネでな くイオラオスを配 したのと同様の意図的措置
であったとも考えられる。マカリアの登場は、その健気さへの賞讃とそ して悲嘆を表示するた
めのものであるとい うよりは、その登場によってアテナイ軍の出陣と、そ してそれに伴 うイオ
ラオスの参戦を促進する触媒的働きをするものであったのではないかとい うことである。いま
劇の筋は戦いの場へと急いでいるのである。
　 「アウリスのイ ピゲネイア』も 『ヘカベ』もいわゆる嘆願劇ではない。本篇は嘆願劇である。
そ して同時に犠牲死も組み込まれている。先述 したように、嘆願劇では嘆願が受け入れられる
場合、受け入れる側は共同体全体の賛意が必要である。そのあとに起こる(はずの)追 跡者側
との紛糾(た いていの場合戦争となる)に当るためである。マカリアの死はアテナイ市民を安
ん じて紛糾に当らせるために不可欠の要件であるが、それは嘆願劇としての筋の流れの一コマ
に過ぎないものでもあるのである7)。作者も観客も彼女の死に長々と関わることはできないの
である。生賛となる乙女マカリアに搦々たる愁嘆を表 しかねないアルクメネではな く無骨なイ
オラオスを配 し、生賛のあともその死に際の様子を報告させなかったこの処置は、嘆願劇の形
式を踏んでこのあとイオラオスの奮戦ぶ りへと描写の的を絞ることに急な作者に当然のことで
はあるまいか。
3.戦 闘 とその後
　アルゴス軍とアテナイ軍とのあいだに戦端が開かれる。その戦場の様子が伝令の口を借 りて
知らされる(第4エ ペイ ソデ ィオン)。聞き手はアルクメネである。
　戦況は、最初アルゴス軍優勢の うちに推移する。次いでアテナイ軍が盛 り返 し、アルゴス軍
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を背走 させ るに至 る。老イ オラオスは偶 々通 りかか った ヒュ ロス(ヘ ラク レスの子)の 戦車に
便乗 し、敵将エ ウ リュステウスの駆 る馬を追跡す る。 ここまで語 った伝令は、 これ以後の話は
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ひと
伝聞情報 である と して こ う言 う、 「ここか らお話 しす るのは他人 か ら/聞 いた話 です。 これ ま
で は手 前が 自分 で見 た こ とで した が」(847～848行)と。そ の他人 か ら聞いた話 とい うのは
"イオラオスの若返 り"と い う奇蹟諦であ る
。老イ オラオスが追跡の途中 とつぜん若返 り、瑞
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か　　　かた
々 しい青年 とな った。そ の様子 は以下 の よ うに描写 され てい る。「彼 の方(イ オ ラオス)は へ
　 　 　 　 　 　 ふたがみ
べとゼウスの両神に今 日一 日若返 り、/敵 に正義の鉄槌を下させ給えと願懸けなさった。/す
るとあなた、あなたも聞かれて驚 くようなことが起こったのです。/二 個の星が軌に繋がれた
馬の傍らに立ち現われ、/戦 車を黒雲で隠 して しまったのです。/〈 略〉そ してその見通 しの
きかぬ闇の中から/イ オラオス殿が若々しい姿となって現われ出たのです。/そ の名に負 うイ
オラオス殿は、エウリュステウスの四頭立ての戦車を/ス キ ロンの岩場のところでついに捕 ま
えました」(851～860行)。
　この突然のイオラオスの若返 りは、主人ヘラクレスを長年傷め続けてきた積年の宿敵エウリ
ュステウスを生きたまま捕獲するために必要な仕掛けであったと解されるが、それに してもい
かにも不自然である(作者もそれを意識 してか、伝令にも他人から聞いた話であると言わせて
出所を曖昧にしている)。そのためか現代の評家 もこれをエウリピデスの創作 とするかテバイ
の古伝説に根拠を求めるべきか、迷っている8)。先行作品のアイスキ ュロスrヘ ラクレスの子
ら』(断片)は 、残存断片中にはこれに触れたところがないゆえに不明である。またピンダロ
スの当該箇所(rピュティア讃歌』第9歌79～81行)では、若返 り現象は明白には言及 されて
いない。そこではすでに黄泉の国の住人となっていたイオラオスが神々の許 しを得て生き返 り、
エウリュステウスを殺害 したのち再び泉下へ帰ったとい う話になっている。これは若返 りとは
ちょっと違 う9)。
　いま一つ問題点がある。若返ったイオラオスがエウリュステウスを生きたまま捕虜として連
れ帰ったことである。ピンダロスではその場で首を切 り落 して殺害 したことになっている(同
上80～81行)。アイスキュロスでは不明である(残存断片にはそれに言及 した箇所はない)。本
篇ではこのあとアルクメネとの対面の場が設定されてあるために、生か してお くことが必要で
ある。伝令か らのこの報告を聞いたアルクメネは、「ところでイオラオスはいったいどんな下
心があって/エ ウリュステウスを赦 して、死なずに済むように したので しょうか。/言 って く
ださい。敵を捕えてこれを罰 しないとい うような/そ んな考えはわた しには得心がいきません
から」(879～882行)と言 うが、アル クメネ、エウリュステウスとい う宿敵同士が劇の最終場
面で対面 し、互いの思いをぶつけ合 うためには、生きたまま捕虜にすることはどうしても必要
な措置だったのである。
　では作者はこの劇末のアルクメネ、エウリュステウスの対面の場をどうい う意図で設定 した
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ので あろ うか。あ る評家(Allan)はこれ をエ ウ リピデスの創意 とす るがlo)、そ の創意 とは ど
の よ うな ものであ ったのか。
　 「おお憎 き奴、や って参 ったか。正義の神 もついにそなたを捕えたか」(941行)とい うのが、
エ ウ リュステウスと対面 した アル クメネの第一声であ る。以下彼女は宿敵エ ウ リュステウスを
前に積年の恨みを述べたて、「数多 くの苦 しみ悲 しみを作 り出 してきた/そ なた には死 は必定」
(959～960行)と死罪を要求す る。 しか しこの要求は アテナイ当局に よって拒否 され る。 アテ
ナイでは生け捕 りに した捕虜の命を奪 うことは禁 じられてい るのであ る。承服で きない アル ク
メネは、 「だが この仕事 、なん と して も果た してや る」(980行)と言い募 る。そ の彼女 を彼 女
の召使が、 この男を殺すのを許 されてい る人間は誰一人いない、 も しそんな ことをすれば矢の
よ うな非難を浴びせ られ よ うと諌め る。ただ この地 マラ トンの長老た ちか ら成 る合唱隊の面 々
か らは、 ご老母 よ、あなたの この男に対す る敵1氣心は よ くわか ると、一定の理解を示 され る。
では当のエ ウ リュステウスの言い分は ど うか。
　彼は 「ご婦人 よ、 よ くご承知お き願いたい、わた しはそなたに媚び るつ も りはない。/ま た
この身の生 き死にの ことで、あ るいは怯儒 との諺 りを/受 け ま じきことは何一つ 口にはせぬ」
(983～985行)と口を切 り、冷静にその思 うところを述べ る。ヘ ラク レスお よびその子供 らに
敵意を抱 き殺織 と追放を求めたのは、すべてヘ ラ女神の企みに よるものだ とい うのがその骨子
であ る。 そ してそれは 自らの身 の安寧 を図 るため の行為 であ ったので ある と。 「そ なたがわた
しの立場になれば、/敵 対す る獅子の禍 々 しい仔 らを/悪 意を もって追い立て ることな く、穏
やかに扱 って/ア ル ゴスに住む ことを許 す　 　そ んな ことは誰 も信 じまい」(1005～1008行)
と。そ して続 けて、「先 ほ どは死を望 んでいたわた しを殺 さず にお きなが ら、/い まにな って
この身が人の手で殺め られて死ぬ ことにな るとすれば、/ギ リシアの法 と して これは汚点 とな
りま しょうそ。/こ の国は分別を働かせてわた しを無罪放免 と して くれたのです、/わ た しへ
の敵意 よ りも神の意 こそを重 く汲み取 って」(1009～1013行)と言 う。
　聞いていた合唱隊は、 アテナイの国意 と してエ ウ リュス テウスの放免を進言す る。 しか しア
ル クメネはあ くまで彼の死を要求す る。「この男は死ぬ、それ でいてわれ らは この国(ア テ ナ
イ)の 意に従 う、 となれば ど うです」(1020行)と。具体的 には、「この者を殺 し、/そ のあ と
死体を追 って きた仲間の連中に/渡 すのです。 こ うす ることで身柄については この国の方針に
従 うこ とにな り、/こ の者は死 んでわ た しか らの罰 を受 ける ことにな るのです」(1022～1025
行)と い うのであ る。事 ここに至 ってエ ウ リュステウスは死を覚悟す る。そ して合唱隊を相手
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 さだめ
に遺言を言い残す。「わた しが死んだら、運命のとお りに埋葬 してもらいたい。/パ レネの
おとめがみ
処女神(ア テナ)の社の前だ。/そ うして くれれば、そなたには好意を、この国には安寧を心
がけ、/外 来市民としてこの地にずっと居つづけることになろう。/だ がこの子らの喬の者が
そなたらの好意を裏切 り、数を頼んでこの地へ/押 し寄せることがあれば、わた しはこの上な
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く/手 強い敵 とな ろ う」(1030～1036行)とい うのがそれ である。
　ここでエ ウ リュステウスは変容す る。
4.エ ウ リュステ ウス、変容の意味
　エウリュステウスはどう変容するのか。突然だが、アイスキュロスが描 くrオ レスティア』
3部作に話を移す。あそこに登場する復讐の女神エ リニュスたちは、第3作 目のr慈 しみの女
神たち』で慈 しみの女神エウメニデスに変容する。それまでオレステスの母親殺 しの罪を厳 し
く追求 し、オレステスがアテナ女神主宰の裁判の席で無罪放免となったことについて非を唱え
ていたエ リニュスたちは、アテナの度重なる勧告を受け入れ、今後はアテナイの地に留まって
あらゆる不正非道の監視役、正義の 目付け役としてアテナイの地を弥栄へと導 く存在に変容す
る。文字通 り復讐の女神が慈 しみの女神に変貌するのである。
　本篇におけるエウリュステウスにもこれに似たところがある。彼はヘラクレスの子らの争奪
をめ ぐってアテナイ当局と敵対 した。 しか し戦いに破れ、いま虜囚の身となっている。アテナ
イ当局は戦いに勝利 し、嘆願者のヘラクレスの子らの安全と保護が確定 した以上、敵対 したア
ルゴス王エウリュステウスの死までは求めない。「アル クメネさま、いささかご忠告申し上げ
ますが、/こ の男、放免なされませ、国がそ うしろと申しておるのですから」(1018～1019行)
とい う合唱隊の言葉がそれを明瞭に物語っている11)。エウリュステウスはこれを多とし、将来
ヘラクレスの後喬がアテナイを攻めるようなときが来た場合、これを防禦する役割 りを果た し
て恩義に報いるとしている。かつて敵対 した者が勝者の雅量に感 じ入 り、怨讐を越えて以後は
恵みをもたらす存在へと成 り変わろうとするのである。アテナイ当局の手を煩わ し身の安全を
確保 してもらったヘラクレスの子らのほ うこそ、本来その恩義の念を表明 して しかるべきであ
る。エウリピデスのいま一つの嘆願劇r嘆 願する女たち』では、遺体収容でアテナイから多大
な援助を受けたアルゴス王ア ドラス トスは劇末で感謝と報恩の気持を吐露する(1176～1179行)。
しかもそのあとデウス ・エクス ・マキナとして顕現 したアテナ女神はテセウスに向かって、今
後アルゴスの国はアテナイを武力攻撃することのないこと、またアテナイが他国から武力攻撃
を受けた場合はアルゴスは援軍を送 って助力することをアル ゴスに誓わせよと言 っている
(1191行以下)。それほど嘆願と保護の代償は大きいのである。本篇の場合、それが完全に欠
けているわけではない。劇の前半、アテナイ王デモポンが最初に嘆願の受け入れを表明 した段
階で、先述のとお りイオラオスがそのことを表明している(312行以下)。
　この報恩表明の場が劇中にあって劇末に置かれていないこと、加えてアルクメネの主張通 り12)
エウリュステウスが殺されて しまう結末は、この劇が嘆願劇であると同時にまた復讐劇として
の側面をも含むことを示す ものであろ う。「さあ供の者たち、 こ奴を連れて行け。そ して/殺
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して犬にやるの じゃ」(1050～1051行)というアルクメネの言葉は復讐成就の凱歌である13も
　イオラオスの報恩の言葉よりもエウリュステウスを変容させ、その報恩の言葉を劇の最後に
置いたのは、おそらく作者の意図に沿ったものであろうが、意味深いものがある。
　伝説では、ヘラクレスの子らのそのまた喬の者たちは時を経て父祖の地ペ ロポネ ソスへ帰還
することになっている。この背景には前11世紀ごろイ リュリア民族運動に関連 してギ リシアの
地に南下侵入 してきた ドー リス人についての歴史的記憶が存在 しているかに思われる。その
ドーリス人の根拠地スパルタは、歴史時代の前5世 紀後半になってアテナイの宿敵と化す。そ
の具体的な闘争は前431年か ら前404年まで続いたペ ロポネ ソス戦争であるが、両者の中間地域
に位置するアルゴスの動向はアテナイにとって看過できぬ重要問題であったろ う。劇末のアル
ゴス王エウリュステウスのアテナイに対する報恩の言葉は、ここで切実な意味を帯びるものと
なる14)。ペロポネソス戦時下、アテナイはアルゴスをスパルタ側へ追い遣 ることはできなかっ
た。これはその帰趨に敏感なアテナイ市民へのメッセージ性の強い言葉だと言えるのではない
か。ここでエウリピデスは愛国詩人となったのである。
　アテナイは双方に恩を売った。ヘラクレスの子らを受け入れることによってイオラオスから
の報恩の言葉を引き出した。その結果、嘆願者に優 しい国とい う世評を獲得 した。一方敗軍の
将エウリュステウスを助命(結 果的にはアルクメネに殺されることになるのだが)す ることに
よって、彼から報恩の言葉を引き出した。
　嘆願劇の一般は嘆願者を受け入れることによって嘆願者側からの感謝と報恩の言葉を引き出
し、かつ嘆願者に優 しい国柄との評判も獲得 して終わる。本篇には今一つの感謝と報恩の言辞
が加わる。アルゴス王エウリュステウスのそれである。これにはきわめて当世風の政治感覚が
込められているように思われる。いわば政治劇としての色合いが強調されているのである。嘆
願劇として始まったものが政治劇的色彩を帯びたものに終わる。その変転には復讐劇(ア ルク
メネのエウリュステウスに対するそれ)も 介在 した。む しろ介在することで嘆願劇が政治劇と
化 したのである。
　本篇のもつ この政治劇的様相は、ペ ロポネソス戦争開戦直後 と想定されている上演年代と15之
おそらく無関係ではない。もう一度繰 り返せば、ここでエウリピデスは愛国詩人となったので
ある。
註
1)ヒケシオス(hikesios)は「嘆願者を統括するの意。つまりゼウスは嘆願者の権利の代言者 というこ
　 とである。
2)中には物理的な暴力によって祭壇から引き摺 り出し死に至らしめる、あるいは神殿内で殺害するとい
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　 　 う乱 暴 な 例 もな い こ とは な か った 。
3)羊 毛 を 巻 い た 小 枝 を 差 し出 し、 相 手 の膝 を抱 く、 あ るい は 相 手 の顎 に 手 をか け る とい うの は 、 嘆願 者
　 　が 嘆願 を 行 な うと きの 決 め られ た 作 法 で あ った 。
4)マ カ リアは 系 図 の上 で は ヘ ラ ク レス とデ イ ア ネ イ ラの 娘 。 一 般 に"ヘ ラ ク レス の子 ら"と 言 わ れ るの
　 　は 男 子 ば か りを 指 す 。Wilkinsは本 篇 の マ カ リア像 は エ ウ リピデ ス の 創 作 であ る と して、 無 名 の ・ 一
　 　 カル ヒ ロイ ンを マ カ リア と名 付 け 、 マ ラ トンに 実 在 す る泉 水 と 関連 づ け た の で は な い か と言 う。Cf.
　 　Wilkins,　Euripides Heraclidae,　Oxford,1993,　p.　xix.
5)こ こに トゥキ ュデ ィデ ス の伝 え る ペ リク レス の葬 送 演 説 に お け る婦 徳 のす す め との 関連 を見 る 向 きが
　 　あ る。Cf。　J。　Ferguson,A Companion to Greek Tragedy,　University　of　T xasPress,1972,　p.266,270.こ
　 　れ は 本 篇 の 上 演 年 代 設 定 との 絡 み で 主 張 され て い る もの で あ るが 、 一 概 に 否 定 され 得 ぬ 面 が あ る。
6)Cf.　A.　Lesky,　Onthe　Heraclidae　of　Euripides,　In:Greek Tragedy,　ed.　by　T.F.　Gould&C.　T.　Herington,
　 　Cambridge　U.P.,1977,　p.228.　Kirchhoffは629行以 下 に マ カ リア の そ の 後 を 告 げ る何 行 か の 欠 損 を 想
　 　定 す る。Cf.　A.　Kirchhoff(ed.)Euripidis Tragoediae,　Berlin,1855,　noteon　V.627.また テ クス ト殿 損 問
　 　題 に つ い て はG.Zuntz,"Is　the　Heraclidae　mutilated?"CQ　41(1947),　P.46-52を参 照 。
7)同 じエ ウ リ ピデ ス の嘆 願 劇 『嘆願 す る女 た ち 』 で は 、 嘆 願 を 受 け 入 れ る側 の ア テ ナ イ王 テ セ ウス は 市
　 　民 か ら受 け 入 れ の 最 終 的 承 認 を 得 る必 要 性 を述 べ る(349行以下)が 、 そ の た め に 一 場 面 が 設 定 され
　 　 る こ とは な い 。365行以 下 の 第1ス タ シ モ ンの 間 に そ の話 は解 決 され て た こ とに な って い て、 第2エ
　 　ペ イ ソデ ィオ ンに 入 る と アテ ナ イ 軍 の 出 陣 は 既 定 事 実 と化 して い る。
8)た とえ ばWilkinsはテバ イ の 古 伝 説 に あ った とす る(Op. cit.,　p.　xvi)。　Allanも同様 で あ る。　Cf.　W.
　 　Allan, Euripides the Children of Heracles,　Warminster,2001,　p.26.
9)の ち オ ウ ィデ ィウ ス はそ のr変 身物 語 』(巻9、397行 以 下)に 産 毛 の生 え た少 年 に若 返 った イ オ ラオ
　 　ス を 登 場 させ て い る。
10)Cf.　Allan,op. cit.,　p.29.
11)この 場 に は ア テ ナ イ王 デ モ ポ ンは登 場 して い な い 。 本 来 な ら デ モ ポ ンを 前 に した場 で エ ウ リュス テ ウ
　 　ス 対 アル ク メネ の 争 論 が 展 開 され るべ きだ と思 わ れ るが 、 そ うな って い な い 。
12)アル ク メ ネ は先 の エ ウ リ ュス テ ウス の言 葉(1030行以 下)尻 を 捉 え て、 エ ウ リ ュス テ ウス は 「死 ん で
　 　 こそ(ア テナ イ の)役 に 立 つ 」 の だ か ら殺 す こ とに 反 対 あ る まい とい う論 法 を 用 い る。
13)この 激 越 な語 調 は 同 じエ ウ リ ピデ ス の 『ヘ カベ 』 の ポ リュ メ ス トル に対 す る ヘ カ ベ の せ りふ を 思 い 出
　 　 させ る。 「俺 に 勝 ち誇 り、 喜 ん で い る のだ な 、 な ん と い う悪 い 女 だ 」 と い うポ リュ メス トル に対 して
　 　ヘ カベ は こ う言 い 放 つ 、 「仕 返 しが で きて 嬉 しい の だ 、 ど こが 悪 い 」(1258行)と。
14)Allanはこ の点 につ い て 、悲 劇 は 政 治 的 プ ロパ ガ ンダ の場 で は な い と言 い つ つ も、 や は り時代 思 潮 と
　 　無 関 係 で は あ り得 な い と して い る。Cf.⑫6∫'.,　p.44.
15)Ceadelはrメデ ィア』(前431年)以 後 でrヒ ッポ リュ トス 』(前428年)前 後 と し、　Zuntzは前430年
　 　の スパ ル タの 第2次 ア ッテ ィカ侵 攻 直 前 、 またWilamowitzは前430-427年とす る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　(たん げ ・か ず ひこ 　 外 国 語 学 部 教 授)
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